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金山中生徒が作り上げたオブジェ（ 7ページに記事）



一
般
会
計
が

37
億
を
超
す
大
型
予
算
に

今
年
度
も
9
月
で
上
半
期
が
経
過
し
ま
し
た
。
年
度
当
初

に
編
成
さ
れ
た
予
算
も
新
規
事
業
や
事
業
費
の
増
減
等
が

あ
り
、
補
正
予
算
を
組
み
変
更
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
上

半
期
の
財
政
状
況
と
平
成
21
年
3
月
末
現
在
の
町
の
所
有

財
産
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

一
般
会
計
予
算

　

今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
24
億
４
５
８
２
万
円
で
編

成
し
ま
し
た
。
９
月
ま
で
に
、

総
額
12
億
５
９
２
６
万
円
を
増

額
し
、
９
月
末
現
在
の
一
般
会

計
予
算
は
、
37
億
５
０
８
万
円

の
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
内
容

　

国
庫
支
出
金
の
大
幅
な
増
額

は
、
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
、
小
学
校
の
耐
震

化
の
た
め
の
安
全
・
安
心
な
学

校
づ
く
り
交
付
金
等
の
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容

▼
総
務
費

•
光
フ
ァ
イ
バ
ー
施
設
整
備

　

５
億
３
７
２
８
万
円

•
移
動
通
信
用
施
設
整
備
費

　

４
０
８
６
万
円

光ファイバー敷設により良くなるインターネット環境

▼
消
防
費

•
防
災
無
線
親
局
設
備
更
新
事

業
費

　

３
４
２
０
万
円

▼
教
育
費

•
金
山
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補

強
、
体
育
館
の
解
体
・
改
築

工
事
費

　

３
億
３
４
９
７
万
円

一般会計歳入
区　　　分 当初予算額 上半期補正額 ９月末現在

地 方 交 付 税 １３億　 ４００万円 ３,９２７万円 １３億４,３２７万円
町 税 ４億５,３５４万円 －５８３万円 ４億４,７７１万円
町 債 ２億　 ６００万円 １億８，２９６万円 ３億８,８９６万円
県 支 出 金 １億７,３７７万円 ６,５２３万円 ２億３,９００万円
国 庫 支 出 金 １億３，９５６万円 ８億８,２５６万円 １０億２,２１２万円
諸 収 入 ３,６９７万円 ２９万円 ３,７２６万円
地 方 譲 与 税 ３,４５０万円 0 ３,４５０万円
繰 入 金 ３,２３４万円 ６,９８３万円 １億　 ２１７万円
地方消費税交付金 ２,３００万円 0 ２,３００万円
そ の 他 ４,２１４万円 ２,４９５万円 ６,７０９万円
合　　　計 ２４億４,５８２万円 １２億５,９２６万円 ３７億　 ５０８万円

※その他には自動車取得税交付金、寄付金、繰越金等があります。

一般会計歳出
区　　　分 当初予算額 上半期補正額 ９月末現在

総 務 費 ５億２，６４１万円 ６億６，２６９万円 １１億８，９１０万円
公 債 費 ４億８，９６１万円 ５，０００万円 ５億３，９６１万円
民 生 費 ３億３，９０５万円 ６０７万円 ３億４，５１２万円
土 木 費 ３億　 ８９０万円 ３，０１８万円 ３億３，９０８万円
衛 生 費 ２億　 １８７万円 ７６３万円 ２億　 ９５０万円
教 育 費 １億７，５６３万円 ３億６，９８２万円 ５億４，５４５万円
商 工 費 １億３，７００万円 ２，７１９万円 １億６，４１９万円
農 林 水 産 業 費 １億　 ４５５万円 ２，８０２万円 １億３，２５７万円
消 防 費 １億　 ３１２万円 ３，４２０万円 １億３，７３２万円
議 会 費 ４，４５１万円 －４２万円 ４，４０９万円
そ の 他 １，５１７万円 ４，３８８万円 ５，９０５万円
合　　　計 ２４億４，５８２万円 １２億５，９２６万円 ３７億　 ５０８万円

※その他には災害復旧費、予備費、諸支出金があります。
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特
別
会
計
予
算

　

今
年
度
の
特
別
会
計
当
初
予

算
は
８
つ
の
特
別
会
計
を
合
計

し
て
12
億
８
６
２
０
万
円
で
編

成
し
ま
し
た
。
９
月
ま
で
に
総

額
７
６
７
６
万
円
を
増
額
し
９

月
末
現
在
の
特
別
会
計
予
算
は

13
億
６
２
９
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
の
繰
越
金
が
増
え
た
た
め
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
施

設
修
繕
等
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
増

額
補
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
所
有
財
産

　

町
の
所
有
財
産
は
、
役
場
本

庁
舎
や
小
中
学
校
等
の
土
地
や

建
物
等
の
行
政
財
産
、
町
の
大

部
分
を
占
め
る
山
林
及
び
原
野

の
土
地
等
の
普
通
財
産
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
財
政
調
整

基
金
等
の
現
金
預
金
、
有
価
証

券
や
出
資
に
よ
る
権
利
、
消
防

自
動
車
や
除
雪
機
械
等
の
物
品

が
あ
り
ま
す
。
物
品
を
除
い
た

町
の
所
有
財
産
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

特別会計予算
区　　　分 当初予算額 上半期補正額 9月末現在

国民健康保険（事業勘定） 4億　811万円 5,954万円 4億6,765万円

国民健康保険（施設勘定） 1億4,309万円 93万円 1億4,402万円

簡 易 水 道 事 業 1億2,359万円 525万円 1億2,884万円

老 人 保 健 事 業 356万円 317万円 673万円

町 営 バ ス 事 業 1,898万円 －8万円 1,890万円

農業集落排水事業 762万円 0 762万円

介 護 保 険 4億3,721万円 393万円 4億4，114万円

特定地域生活排水処理事業 9,356万円 373万円 9,729万円

後 期 高 齢 者 医 療 5,049万円 28万円 5,077万円

合　　　計 12億8,620万円 7,676万円 13億6,296万円

行政財産 （単位：㎡） 普通財産 （単位：㎡）

区　　分 土地（面積） 建物（面積） 区　分 土　　地
（面　積）

建物（面積）
木　　造 非 木 造 木　造 非木造

本 庁 舎 7,562 － 3,502 宅 地 62,379 5,392 4,519
公
共
用
財
産

学 校 53,207 － 11,657 田 畑 3,399 － －
公営住宅 10,215 1,043 652 山 林 3,789,054 － －
公 園 61,702 － － 原 野 117,464 － －
そ の 他 191,923 8,516 12,535 雑 種 地 58,672 － －
合　　計 324,609 9,559 28,346 そ の 他 5,871 － －

合　計 4,036,839 5,392 4,519

基金 有価証券
区　分 現金預金 そ の 他 合　　計 区　分 金　額 備　　　考

財政調整基金 4億9,026万円 － 4億9,026万円 株　　券 1,189万円（株）会津かねやまほか 4件減 債 基 金 8,694万円 － 8,694万円
特定目的基金 3億　534万円 － 3億　534万円

出資による権利土地開発基金 3,751万円 5,946万円 9,697万円
合　計 9億2,005万円 5,946万円 9億7,951万円 区　分 金　額 備　　　考

出資金等 4,454万円 会津ふるさと基金積立
ほか19件

民間により有効活用される所有財産（沼沢湖山荘）
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一歩及ばず泉崎村の驚異の粘りに屈する
市町村対抗軟式野球大会

　渡部コチョウさん（大塩）の百歳賀寿の贈呈
が１０月４日、自宅で行われ佐々木孝一会津保
健福祉事務所健康福祉部長、押部副町長、目黒
明町老人クラブ連合会長、五十嵐誠一大塩老人
クラブ副会長が賀寿や記念品、祝金を贈りまし
た。体を動かしよく働いたことが渡部さんの長
寿の秘訣とのことです。

渡部さんの１００歳を祝う

　第３回市町村対抗軟式野球大会一回戦は１０月４日、福島市
のあづま球場で行われ金山町は３対４で泉崎村に敗れました。
この大会は同大会実行委員会、福島民報社の主催で行われてお
り、金山町は２回目の出場です。試合は金山町が序盤に相手の
ミスに乗じてあげた３点のリードを保っていたものの、最終回
泉崎村打線の鬼気迫る反撃をしのぎきれず４点を献上し涙をの
みました。昨年同様スタンドには１００名を優に超す大応援団
が駆けつけ、選手を激励する声援や拍手をおくりました。

多くの来場者でにぎわった縁日

賀寿を受ける渡部さん（中央）

選手の頑張りに拍手をおくる応援団

力投する長谷川貴宏投手

　川口高等学校の若桐祭の一般公開は１０月４
日に行われました。クラス展示では縁日やお化
け屋敷等各クラス趣向を凝らした展示や発表を
行いました。若桐祭は心のリレー～心で始まり
心で終わる～のテーマのもと全校生徒一丸とな
り成功させようとする力が結集し、３年に一度
の大文化祭にふさわしい素晴らしいものとなり
ました。

全校生徒で心のリレー
川高で文化祭
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　目黒安日子さん（八町）宅の蔵の軒下から町
特産のエゴマが姿を現しました。目黒さんは以
前、蔵の壁に収穫したエゴマを干していたとの
ことで、その時落ちた種が偶然コンクリートの
隙間に入り込み、そのまま生長したのではない
かと思われます。奥さんのヱミ子さんは「前に
も出たことがあるんだよ。畑で作っているエゴ
マより小さいけど、肥料もやらないのに育つん
だから丈夫だねぇ」と感想を話しました。

コンクリートの隙間からエゴマ

コンクリートの隙間で育つエゴマ

　県文化振興事業団が実施するファミリーシア
ター「シルクロードアンサンブル」の公演が１
０月７日に御神楽館で行われました。公演では
中国の伝統的な楽器である二胡、中国琵琶、馬
頭琴等にピアノが加わり、アジア悠久の響きを
奏でました。町内小中学生と一般約２００名の
聴衆は「シルクロード」や「荒城の月」といっ
た演奏に耳を傾けていました。

本物の舞台芸術に触れる

シルクロードアンサンブルによる悠久の調べ

　金山町消防団秋季検閲式は１０月１１
日、中川グラウンドで行われ団員、来賓、
婦人消防クラブ員ら約１５０名が参加し
ました。通常点検と特別点検教練（第１・
２分団の中隊訓練停止間、第３分団の中
継送水訓練披露）が行われました。県消
防協会会津坂下支部長の講評訓辞を受
け、菅家要一郎団長が答辞を述べると、
参加した団員は無火災への誓いを新たに
していました。
　また、次の６名が優良団員の表彰を受
けました。（敬称略）
栗　田　勝　夫（本　名）
雪　下　　　明（本　名）
滝　沢　　　武（上横田）
滝　沢　芳　正（田　沢）
栗　城　善　浩（中　川）
五ノ井　貞　彦（高　倉）

無火災の誓い新たに
消防団検閲式
優良団員６名を表彰

精悍な表情で通常点検を受ける団員

一糸乱れず整った分列行進
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秋晴れの猪苗代湖畔をハイキング

農村公園の彩りを願っての植樹

　中央公民館が主催する町民ハイキングは
１０月１２日に行われ、猪苗代湖畔約９キ
ロメートルを歩きました。絶好のハイキン
グ日和となった今回は約３０名が参加しま
した。参加者は湖から吹く秋のさわやかな
風を浴びながら、思い思いのペースで歩い
ていました。また、雄大な磐梯山も望め写
真に納める姿が多く見られました。

秋晴れの
猪苗代湖畔を歩く

　ＮＰＯ法人奥会津かねやまあそびのがっこう主催
した第３回植樹祭が１０月１１日、中川地内の農村
公園で行われました。町内外から参加した約８０名
の参加者は、公園全体が彩り豊かに生まれ変わるこ
とを願いながら、イロハモミジやハナカイドウ等の
苗木約１６０本を丁寧に植えました。あそびのがっ
こうは、農村公園での植樹に１つの区切りをつけ、
今後は花の名所を創るための維持管理を行っていき
ます。

金山にも花見山を創ろう
あそびのがっこうが植樹祭を開催

　金山小学校２年生の職場見学は１０月１
４日に行われ、役場には４名の児童が見学
に訪れました。金山町の人口が１０月１日
現在で２６４１人との職員の説明に児童ら
は「おぉ、すげぇ多い」と感想を口にしま
した。しかし、自分たちが生まれた平成１
３年と比較すると人口が減少していること
を聞き「僕たちが大人になる頃は金山町は
無くなっちゃうのかな」と話していました。

金山が無くなるの？
小学校の職場見学で素朴な疑問

　横田小学校では心の発達をサポートする教育活動
として５年前からモルモットを飼育しています。今
回は、会津保健福祉事務所・会津保健所の獣医師派
遣事業を活用し、会津保健所の布留川洋先生からモ
ルモットの歴史や正しい飼育方法等を聞きました。
また、聴診器で心音を聞き生命の大切さを感じるこ
とができました。最後に児童を代表して５年生の須
佐桃加さん（上横田）が「これからもみんなでモル
モットを大事に育て、学校の自慢のペットにしたい
です」と感謝の言葉を述べました。

正しい知識を学び生命の大切さを感じる
横田小で特別授業

興味津々に心音を聞く児童たち

町の人口ついての学習
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全校生徒でつないだ絆
金山中で統合後初の文化祭
　４月に新設された金山中学校で初めての文化祭が１０月１７日に行われました。
以心伝心～僕らの心は今つながった～のテーマのもと、合唱や各学年発表等日頃
の学習成果が披露されました。会場には金山産の桐を用い生徒たちの手で作られ
た校歌のパネルが飾られました。また、フィナーレでは４９名の全校生一人一枚
ずつ描いた絵を貼り合わせて作ったオブジェが披露され、生徒たちの心がつなが
った瞬間が感じられました。

全校生徒で作り上げた校歌パネル 合唱部の澄み渡る歌声

　滝沢マツヨさん（上横田）の百歳賀寿の贈呈
が１０月２０日、自宅で行われ山口靖明会津保
健福祉事務所長、長谷川町長、佐藤房夫町老人
クラブ連合副会長、滝沢孝郎上横田老人クラブ
庶務が賀寿や記念品、祝金を贈りました。賀寿
の贈呈にあたり次男の仁さんが「地域や町、県
のみなさんのおかげで１００歳を迎えられたこ
とに感謝します」と謝辞を述べました。

滝沢さんの賀寿を祝う

　平成２１年度地方教育行政功労者表彰を受け
た酒井健一さん（山入一）が１０月１９日、受
賞の報告のため来庁されました。酒井さんは当
町の教育委員を１５年６か月務められ、平成２
１年６月３０日で退任されました。報告を受け
た長谷川町長は「中学校統合の大変な時期も含
め、長きにわたり教育委員を務めていただきあ
りがとうございました」と感謝の言葉を贈りま
した。

長きに渡り教育行政に尽力
酒井健一さんが文部科学大臣表彰

表彰を受けた酒井さん（中央）賀寿を受ける滝沢さん（中央）
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　全会津交通安全母の会研修会が１０月２３日、
開発センターで行われ約８０名が参加しました。
五ノ井都美枝全会津市町村交通安全母の会研修会
実行委員長、山﨑信子全国交通安全母の会長があ
いさつし、来賓各位が祝辞を述べました。続いて、
五十嵐七重氏による「道」と題した講演と西間木
淳会津坂下警察署地域交通課長による最近の交通
情勢についての講話が行われ、参加者は交通安全
への思いを再認識していました。

交通安全は家庭から
全会津から母の会会員が集う

交通安全の願いを新たにした研修会

　奥会津ごっつおまつりは１０月２４、２５日
と町民体育館周辺で開かれました。まつりには、
県内外から多くの来場者が訪れお目当てのごっ
つおに舌鼓をうったり、会場で実施されたそば
早食い等のゲームを楽しんだりしていました。
　また、２５日には町民体育館でかねやま健康
と福祉まつりも行われ、認知症予防の講演会や
菊花展に多くの来場者が訪れていました。

奥会津のごっつおを思う存分堪能
福祉まつりにも多くの人

美味しいごっつおに長蛇の列

　ＳＬ会津只見号は１０月３１日から１１月３日
まで運行されました。３１日、会津川口駅では、
緑のふるさと協力隊の都築朋恵さんが一日駅長を
務め、駅前広場での抽選会では、当選者にかすみ
草、金山産の味噌等が贈られました。
　また、ヒメマス寿司、金山の特産品や地のもの
を使って作られた「奥会津あいしてます弁当」等
が販売され、訪れたＳＬファンが行列を作ってい
ました。

高らかに鳴り響く汽笛
只見線をＳＬが走る

一日駅長を務めた都築さん

認知症について理解できた講演会味自慢の 3店舗の利きそばに挑戦

821.11.10　広報かねやま



　各地区文化祭は１１月３日、川口・本名・
沼沢・横田の各公民館で行われました。各公
民館それぞれに農産物や郷土料理販売、作品
展示、趣向を凝らした芸能発表が行われまし
た。あいにくの天気にもかかわらず、各会場
には多くの来場者が訪れ、お目当ての農産物
を買い求めたり、芸能発表を楽しんだりして
いました。

趣向を凝らした発表の数々
町内４つの公民館で文化祭

大いに盛り上がった寸劇（川口公民館）

カラオケの熱唱（本名公民館） 絶妙な語り口の昔語り（川口公民館） フィナーレを飾った駐在さん・バ
（横田公民館）

練達した詩吟（沼沢公民館） 艶やかな舞踊（本名公民館）

横田小児童が育てたニコニコ米（横田公民館）中川宝生会による謡（沼沢公民館）
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こ
れ
か
ら
の
予
定

★
11
月
★

▼
18
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
20
日（
金
）

•
町
民
卓
球
大
会

　

午
後
６
時
30
分
〜　

 

町
民
体
育
館

▼
23
日（
月
）

•
無
人
販
売
所

 

あ
り
が
と
う
セ
ー
ル

　

午
前
10
時
〜　

　

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り

 

金
山
総
合
支
店
前
広
場

▼
27
日（
金
）

•
心
配
ご
と
相
談

　

午
前
10
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
後
１
時
30
分
〜

 

横
田
公
民
館

★
12
月
★

▼
４
日（
金
）

•
乳
児
相
談

　

午
前
９
時
30
分
〜

 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
10
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
13
日（
日
）

•
地
区
対
抗

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

午
前
９
時
〜　

町
民
体
育
館

お
知
ら
せ

納期限
11月30日まで

今月の納税
●
国
民
健
康
保
険
税　
　

4　

期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

4　

期

●
介

護

保

険

料　
　

4　

期

●
水

道

使

用

料　
　

11
月
分

●
保

育

料　
　

11
月
分

町
内
保
育
所
児
童

　

町
内
保
育
所
で
は
、
平
成
二

十
二
年
度
の
入
所
児
童
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

入
所
資
格
は
平
成
十
六
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
、
家
庭

で
十
分
な
保
育
を
す
る
こ
と
が

象
外
）を
応
援
す
る
事
業
で
す
。

▼
補
助
対
象

新
し
く
起
業
す
る
団
体
、
既

存
団
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や

再
生
を
図
り
、
平
成
二
十
二

年
度
中
に
完
了
す
る
事
業

▼
補
助
額

補
助
率
は
対
象
額
の
三
分
の

二
で
す
が
六
十
六
万
六
千
円

が
上
限

▼
補
助
対
象
経
費

産
業
お
こ
し
に
必
要
な
視
察

研
修
旅
費
・
施
設
設
備
費
・

備
品
購
入
費
等

▼
募
集
期
間

　

十
一
月
十
二
日（
木
）か
ら

　

十
二
月
十
八
日（
金
）ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
観
光
係

 
☎
54
–
5
3
2
7

募　
　
　
集

消
雪
工
事
に
補
助
金

　

町
で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
家

屋
周
辺
の
消
雪
工
事
を
行
う
場

合
に
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来

年
度
の
工
事
に
対
す
る
補
助
金

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
過
去
に
補
助
を
受
け

た
方
は
十
年
を
経
過
し
て
い
る

場
合
に
対
象
と
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
世
帯

•
同
居
の
世
帯
員
全
員
が
六
十

歳
以
上
（
昭
和
二
十
五
年
四

月
一
日
生
ま
れ
以
前
）
で
世

帯
主
が
六
十
五
歳
以
上
（
昭

和
二
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ

以
前
）
の
世
帯

※
た
だ
し
、
障
が
い
を
お
持
ち

で
同
居
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
六
十
歳
未
満
で
も
対

象
と
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
工
事

住
居
家
屋
周
辺
の
消
雪
の
た

め
の
設
備
工
事
（
消
雪
用
水

配
管
・
井
戸
ボ
ー
リ
ン
グ
・

ポ
ン
プ
設
置
・
玄
関
先
舗
装

等
）

▼
補
助
金
額

•
工
事
費
の
二
分
の
一
の
額
で

す
が
十
五
万
円
を
上
限

▼
申
し
込
み

役
場
住
民
福
祉
係
の
他
、
各

区
長
、
近
く
の
民
生
児
童
委

員
ま
で

▼
申
し
込
み
期
限

　

十
一
月
三
十
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
福
祉
係

 

☎
54
–
5
1
3
1

か
ね
や
ま
の

や
る
気
応
援
事
業

　

町
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度

の
か
ね
や
ま
の
や
る
気
応
援
事

業
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

金
山
町
の
将
来
を
見
据
え
地
域

の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
産

業
お
こ
し
に
取
り
組
む
生
産
組

合
や
任
意
団
体
等
（
個
人
は
対

出
来
な
い
幼
児
で
す
。
平
成
二

十
二
年
四
月
か
ら
入
所
を
希
望

す
る
方
は
、
入
所
申
し
込
み
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

十
二
月
三
日（
木
）か
ら

　
　

十
五
日（
火
）ま
で

▼
受
付
場
所

役
場
住
民
課
、横
田
出
張
所
、

川
口
・
横
田
保
育
所

　

な
お
、
四
月
以
外
に
入
所
を

希
望
す
る
児
童
の
申
し
込
み
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
川
口
保
育
所

 

☎
54
–
2
8
2
2

新しいお友達を待っています
（写真はやきいも交流会）

1021.11.10　広報かねやま



町
職
員
人
事
異
動

　

次
の
と
お
り
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

（　

）
内
は
前
任
。

【
十
一
月
一
日
付
】

★
異
動

▼
総
務
課
＝
佐
藤
千
鶴

　

（
教
育
委
員
会
）

▼
住
民
課
＝
栗
田
由
香

　

（
地
域
振
興
課
）

▼
地
域
振
興
課
＝
五
ノ
井
智
徳

　

（
総
務
課
）

▼
教
育
委
員
会
＝
大
竹
有
香　

　

（
住
民
課
）

ご
寄
付
に
感
謝

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
平

成
十
八
年
以
降
に
大
学
や
専
門

学
校
等
で
集
団
感
染
を
引
き
起

こ
し
、
社
会
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
平
成
二
十
年

度
か
ら
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

防
接
種
が
予
防
接
種
法
と
し
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

麻
し
ん
は
一
回
の
予
防
接
種

で
は
免
疫
を
獲
得
で
き
な
い
方

が
い
る
た
め
、
確
実
に
二
回
の

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
大

人　
　
　
事

広
報
送
付
に
対
し
て

●
会
津
若
松
市
の
栗
城
侊
三
さ

ん
か
ら
二
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
紙
面
の
充
実

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　

次
の
方
か
ら
金
山
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

●
匿
名
希
望
の
二
名
の
方
か
ら

一
万
五
千
円

　

ご
寄
付
は
金
山
町
の
自
然
環

境
の
保
全
や
地
域
活
性
化
等
の

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
十
二
月
四
日
か

ら
十
二
月
十
日
を
人
権
週
間
と

定
め
、
人
権
尊
重
の
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
一
日
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
行
政
相
談
も
同

時
開
催
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
十
二
月
十
日（
木
）

　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

▼
会
場　
開
発
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
福
祉
係

 

☎
54
–
5
1
3
1

案　
　
　
内

切
で
す
。
二
回
接
種
の
制
度
改

正
ま
で
一
回
し
か
予
防
接
種
を

受
け
る
機
会
の
無
か
っ
た
高
校

三
年
生
相
当
の
方
も
平
成
二
十

四
年
度
ま
で
接
種
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
対
象
時
期
を
過
ぎ
る

と
個
人
負
担
で
の
接
種
と
な
り

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
進
学
や
就

職
等
の
事
前
調
査
が
よ
り
厳
し

く
な
り
ま
す
。
未
接
種
の
方
は

必
ず
お
早
め
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
医
療
係

 
☎
54
–
5
1
3
5

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

あ の 人 こ の 人
１０月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

該当はありませんでした。

お二人で幸せに

該当はありませんでした。

霊よ安らかに

横　田　長　久（80歳）横　田
目　黒　ミ　ヤ（91歳）宮　崎

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（11月 1 日現在）

世 帯 数　1,144世帯（－ 1）
人　　口　2,638人　（－ 3）
　 男 　　1,247人　（－ 1）
　 女 　　1,391人　（－ 2）

※（　）内は先月比

ありがとうセール
　金山町無人販売所生産者協議会では、１年間の感謝
を込めたありがとうセールを行います。野菜類・漬け
物・餅類・コンニャク等郷土の味を販売します。
　多くのみなさんの来場をお待ちしています。

▶日時
　１１月２３日（月）　午前１０時～
▶会場
　ＪＡ会津みどり金山総合支店前広場

★来場者にはゆで卵と豚汁のサービス★

11 広報かねやま　21.11.10



Ｓ
マ
ー
ク

ご
存
じ
で
す
か
？

　

十
一
月
は
標
準
営
業
約
款

（
Ｓ
マ
ー
ク
）
普
及
登
録
促
進

月
間
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
消
費
者
（
利
用

者
）
擁
護
に
資
す
る
も
の
で
、

こ
の
マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し

て
い
る
店
は
厚
生
労
働
大
臣
が

認
可
す
る
標
準
約
款
制
度
に
従

い
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
て

い
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
店
頭

表
示
し
て
い
る
理
容
店
、
美
容

店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類

飲
食
店
、
一
般
飲
食
店
は
『
安

全
・
清
潔
・
安
心
』
が
保
証
さ

れ
て
お
り
、
み
な
さ
ん
の
信
頼

で
き
る
お
店
選
び
の
目
安
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と

き
に
は
事
故
賠
償
基
準
に
基
づ

い
た
補
償
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

（
財
）福
島
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4
–
5
2
5
–
4
0
8
5

１１月は労働保険適用促進月間
「一人でも雇ったら入ろう。雇用保険。」

　１１月は労働保険適用促進月間です。社員、
従業員、アルバイト等労働者を一人でも雇って
いる事業主は労働保険（労災保険・雇用保険）
に加入する義務があります。
　事業主の皆さん加入手続きはお済みですか。
◎問い合わせ…福島労働局総務部
　☎０２４－５３６－８８００

必ずチェック！最低賃金
　最低賃金制度は最低賃金法に基づき国が賃金
の最低限度を定め、使用者は最低賃金以上の額
を支払わなければならないとする制度です。
　平成２１年１０月１８日発効の福島県の最低
賃金は、６４４円となっていますので、使用者
も労働者も必ず最低賃金の確認をしましょう。
　なお、特定の産業には、産業別最低賃金が定
められています。
◎問い合わせ…福島労働局労働基準部
　☎０２４－５３６－４６０４

自衛官募集
　自衛隊では、高等工科学校生徒を次のとおり
募集します。
▶応募資格　中学校卒業（見込み含む）
　　　　　　１７歳未満の男子
▶試験期日・場所　会津若松商工会議所
▶受付期間　平成２２年１月８日まで
◎問い合わせ…自衛隊福島地方協力本部
　　　　　　　会津若松出張所
　☎０２４２－２７－６７２４

障害者就職面接会
　就職希望の障害者と求人企業が一堂に会
することにより、数多くの面接の機会を確
保し障害者の雇用促進を図ることを目的に
障害者就職面接会を開催します。
▶開催日時
　１１月３０日（月）
　午後１時～午後４時
▶会場
　会津アピオスペース
▶参加予定企業数
　約２５社
◎問い合わせ…ハローワーク会津若松
　☎０２４２－２６－３３３３

就職フェアＩＮあいづ
　会津地域雇用創造推進協議会では、合同
求人面接会を次のとおり開催します。
▶開催日時
　１２月９日（水）
　•求職者向け個別面談
　　午前１０時３０分～午後３時３０分
　•求職者向けセミナー
　　午前１１時～正午
　•面接会
　　午後１時～午後４時
▶参加対象
　•求人事業所　約３０社
　•求職者　一般求職者、新規学卒者
　　（新規高卒者を除く）
▶場所　喜多方プラザ文化センター
◎問い合わせ
　会津地域雇用創造推進協議会
　☎０２４２－２７－８６５０
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　最近では、「虫歯ができたら治療する」とい
う考え方ではなく「虫歯を作らないようにす
る」という考え方が定着してきました。これ
を『予防歯科』といいますが、当診療所でも
予防歯科の第一弾として、フッ素を取り入れ
ることにしました。歯にフッ素を塗ることで
虫歯になりにくい歯を作ることができます。

予 防 歯 科
市川公久 歯科医

診療所歯科だより

宮下病院だより宮下病院だより

消化管内視鏡検査
（胃カメラ&大腸カメラ）

について
内科　宮﨑　武文 先生

　当院では、上部消化管内視鏡検査（胃カメ
ラ）、下部消化管内視鏡検査（大腸カメラ）の
二種類の内視鏡検査を行っています。
　今回はこの二つについて紹介します。

上部消化管内視鏡検査について
　よく胃カメラと言われる検査ですが、胃潰
瘍や胃癌、胃ポリープなど胃の病気だけでな
く、食道や十二指腸の一部まで観察、診断が
可能な検査です。健診で行われている胃透視
検査（バリウム検査）では小さい癌やポリー
プなどの病変はどうしても見つけにくいこと
が言われており、癌などの早期発見には、内
視鏡検査の方がより有用といわれています。
　また、これまでは口から内視鏡を入れて検
査を行っていましたが、最近では専用の細い
内視鏡を使うことで鼻からでも検査できるよ
うになり、口からの検査と比べ、「オエッ」と

　診療台の上でじっとしていられない乳幼児
には、低濃度で毎日の歯磨き時に塗布できる
スプレー式、それ以上の年齢であれば高濃度
で年１～２回程度の処置でよいものを用意し
ました。
　ただし、フッ素さえ塗れば絶対に安心とい
うことではありませんので、日頃の歯磨きが
最重要です。また、タバコのヤニをとる機械
も導入しましたので、前歯に茶渋やヤニがつ
いてお困りの方も診療所歯科にお問い合わせ
ください。

◎問い合わせ
　金山町国保診療所
　☎５４－２０３１

なる感じがかなり少ないと言われています。
　当院でも鼻からの内視鏡を導入しておりま
すので、口からで大変だったという方は、検
査を受ける際にお申し出ください。ただし、
すべての方にできるわけではなく、ある程度
条件がありますので、それについては検査の
時にご相談ください。

下部消化管内視鏡検査について
　大腸ポリープや大腸癌などの大腸の病気の
診断に有用な検査です。前日の食事制限、検
査日の腸管洗浄液の内服など若干大変な検査
ではありますが、大腸癌やポリープの診断に
は必須の検査となっており、このため健診で
便潜血が陽性と出た方に第一に勧める検査で
す。
　当院ではUPD（内視鏡挿入形状観測装置）
といって大腸の中で内視鏡がどのような形を
しているか外からわかる装置を導入し、より
安全な検査を心がけております。
早期の胃癌や大腸癌は、実は症状が無いこと
が普通で、たまたま何かのきっかけで行った
検査や、健診異常などで見つかるケースがほ
とんどです。
　このため健診異常があった場合はもちろ
ん、軽い症状の方でも検査を希望される場合
には気兼ねなく外来にご相談ください。
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図 書 室 だ よ り

蓮池　薫 著（新潮社）
～ボートで運ばれながら、殴られて腫れ上がったま
ぶたの隙間から見た最後の日本の姿は、故郷柏崎の
ほんわかとしたやさしい夜景だった。～

◆図書館の利用状況（ 9月分）
月間貸出冊数　80冊
（うち児童書　24冊）

◆県立図書館本の紹介
○聖女の救済
　東野　圭吾著（文藝春秋刊）
○舛添要一の40代は老後の分かれ道
　舛添要一著（フットワーク出版社）
○実用折り紙百科
　小林　一夫監修（新星出版社）

　貸し出しは 1人 3冊まで、貸し出し
期間は 2週間です。土曜日も利用でき
ます。

◎問い合わせ　中央公民館
　☎５４-５３６０

☆　あたらしい本が入りました　☆

一般向け

伊坂幸太郎 著（講談社）
～検索から監視が始まる。漫画、週刊誌「モーニン
グ」で連載された伊坂作品。～

一般向け

半島へ、ふたたび

モダンタイムス

柳　広司 著（角川書店）
～スパイ養成学校“Ｄ機関”常人離れした精鋭たちを
率いるのは、「魔王」―結城中佐。小説の醍醐味を余
すところ無く盛り込んだ極上のスパイ・ミステリー。～

一般向け ジョーカーゲーム

　

金
山
町
で
は
、
新
し
く
敷
設

さ
れ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
利

用
し
て
家
庭
用
防
災
無
線
機
の

更
新
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

今
ま
で
無
線
で
配
信
し
て
い
た

放
送
を
有
線
で
各
家
庭
に
伝
え

る
も
の
で
す
。

　

防
災
無
線
に
よ
る
防
災
行
政

放
送
は
、
平
成
二
年
か
ら
運
用

を
開
始
し
て
お
り
、
来
年
で
二

十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
従
っ
て

各
家
庭
の
受
信
機
も
古
く
な
り

故
障
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
の
日
や

雪
の
日
に
は
電
波
状
況
が
悪
く

受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
放
送
を
送
る
た
め
の
基

地
局
（
役
場
）
の
設
備
も
部
品

の
調
達
が
効
か
な
い
ほ
ど
古
く

な
っ
て
お
り
同
時
に
更
新
し
ま

す
。
事
業
費
は
約
一
億
一
千
万

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
と
の
違
い

　

今
ま
で
の
受
信
機
と
基
本
的

に
は
同
じ
で
す
。
音
量
の
調
整

が
効
き
ま
す
が
、
緊
急
放
送
の

場
合
（
火
事
や
洪
水
等
）
は
、

最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
今

ま
で
と
同
じ
無
線
方
式
で
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
も
し
何
ら
か

光
の
未
来
が
や
っ
て
く
る
！
《
第
三
回
》
家
庭
用
防
災
無
線
子
機

の
理
由
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
線

が
断
線
し
た
場
合
も
大
丈
夫
で

す
。
現
在
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

は
町
内
十
八
カ
所
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
が
、
町
内
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
今
後
数
を
増
や

す
予
定
で
す
。

新
し
い
機
能

　

更
新
に
伴
い
家
庭
の
受
信
機

に
は
、
新
し
く
録
音
機
能
が
追

加
さ
れ
ま
す
。
何
ら
か
の
都
合

に
よ
り
放
送
を
聞
き
逃
し
た
と

し
て
も
、
後
で
そ
の
放
送
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
集
落
毎
の
放
送
が
可
能

と
な
り
、
役
場
の
基
地
局
以
外

か
ら
も
固
定
電
話
や
携
帯
電
話

等
か
ら
放
送
を
流
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
際
の
工
事
内
容

　

金
山
町
で
敷
設
す
る
光
回
線

の
端
末
か
ら
家
の
中
の
受
信
機

を
置
く
場
所
ま
で
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
に
よ
り
配
線
し
ま
す
。
こ
の

費
用
は
す
べ
て
町
が
負
担
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
の
途
中
に
分
配
器
を
取
付
け

ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
用
の
電
波
を
と
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
分
配
器
か

ら
Ｔ
Ｖ
ま
で
の
配
線
費
用
は
個

人
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
い
ま

の
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
線
が
利
用
で

き
る
方
は
、
配
線
費
用
が
掛
か

ら
ず
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
政
策
財
政
係

 

☎
54
–
5
2
2
2

FM告知端末

緊急放送

1421.11.10　広報かねやま



水道の冬支度は
お済みですか？

こ
れ
か
ら
の
冬
の
期
間
に
水
道
管
が
凍
結
、
破
裂
し
雪
解

け
後
に
漏
水
に
気
が
付
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
水
道
管
の
凍
結
予
防
や
自
分
で
で
き
る
漏
水
の
有
無
を

確
認
す
る
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼水道管凍結の予防法▼
•水道管が露出している場合は水を吸収しな
い専用の保温材等を巻きましょう。

•凍結防止帯（電熱線）等を設置しましょう。
•電熱線を設置している方は、必ずコンセン
トが入っているか確認しましょう。

•水道メーターの中は発泡スチロールや古い
毛布等で保温しましょう。

閉栓の簡単な流れ

水
道
メ
ー
タ
ー
の

チ
ェ
ッ
ク

　

漏
水
の
有
無
を
調
べ
る
に
は

ま
ず
初
め
に
家
中
に
あ
る
水
道

の
蛇
口
を
全
て
閉
め
て
か
ら
水

道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
ま
す
。

水
道
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
水
道
メ
ー

タ
ー
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
銀
色
の
こ
ま
が
、
時
計

回
り
に
回
っ
て
い
れ
ば
ど
こ
か

で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
漏
水
を
確
認
し
た
時

や
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
る
時

は
、
す
ぐ
に
町
の
指
定
給
水
工

事
業
者
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
周
辺
に
あ
る
止
水
栓
か
ら

住
宅
側
の
水
道
修
理
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

長
期
不
在
時
に
は
閉
栓
を

　

長
期
間
不
在
時
の
漏
水
防
止

に
は
止
水
栓
を
閉
め
る
「
閉

栓
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、

閉
栓
に
は
一
回
に
つ
き
５
７
７

円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

水
道
検
針
は
奇
数
月
の
二
か

月
に
一
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
冬
期
間
（
一
月
・
三

月
）
は
積
雪
の
た
め
検
針
が
で

　

水
道
施
設
は
皆
さ
ん
に
納
入

し
て
い
た
だ
い
た
水
道
料
金
で

維
持
管
理
を
し
て
い
ま
す
の
で

水
道
料
金
は
納
期
限
ま
で
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
水
は
限

り
あ
る
資
源
で
す
。
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。
上
下
水
道
、
水

道
料
金
等
不
明
な
点
は
次
の
と

こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

 

☎
54
–
5
3
1
5

き
ず
漏
水
の
発
見
が
遅
れ
、
雪

解
け
後
の
五
月
に
検
針
し
た
水

道
料
金
が
十
数
万
円
に
な
っ
た

例
も
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
事
故
が
発
生
し
修
理
し

た
場
合
、
地
下
埋
没
箇
所
で
容

易
に
発
見
出
来
な
い
場
合
は
、

水
道
料
金
の
一
部
が
免
除
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
使
用

者
の
管
理
上
の
責
任
で
漏
水
し

て
い
る
場
合
は
、
免
除
出
来
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

使用者が町へ閉栓の希望日を連絡
上下水道係（☎５４－５３１５）

使用者と町で日程調整

町で閉栓作業を実施

確認したい水道メーター

町の指定給水工事業者（町内業者の名簿）
事業者名 住　　　所 電話番号

五 ノ 井 金 物 店 川口字下岩下１４０１ ５４－２５４１
黒 田 設 備 西谷字沖田５２７－１ ５４－２０９９
安彦水道設備工業 大栗山字切払４７２－１ ５５－３１０８
横 田 金 物 店 横田字上原１２２６－４ ５６－４０３８
中丸技研有限会社 越川字稲場１１５９－２ ５６－４５５３

パイロット
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インフルエンザの予防接種
全国で猛威を振るう新型インフルエンザ。これからは従来
の季節性インフルエンザの流行も懸念されます。新型・季
節性インフルエンザの予防接種ついてお知らせします。

　

新
型
・
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
予
防
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
義
務
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
の
必
要

性
や
副
作
用
等
を
納
得
し
た
上

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ

型
Ｈ
１
Ｎ
１
）
発
症
と
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
の
予
防
接
種
が
始

ま
り
ま
し
た
。予
防
接
種
に
は
、

優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
優
先
順
位
と
接
種
回
数
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
一

歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者
、
中

学
生
及
び
高
校
生
、
六
十
五
歳

以
上
の
方
は
二
回
接
種
が
前
提

で
す
が
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
健
康
成
人
を
対
象
と
し
た
臨

床
試
験
の
二
回
目
の
接
種
の
結

果
を
踏
ま
え
判
断
さ
れ
ま
す
。

妊
婦
の
方
は
二
回
接
種
が
前
提

で
す
が
、
前
記
理
由
や
今
後
速

や
か
に
実
施
す
る
妊
婦
を
対
象

と
し
た
臨
床
試
験
一
回
目
の
結

果
を
踏
ま
え
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
に
対
し
て
の

助
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
加

え
毎
冬
流
行
す
る
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
と
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
の
予
防
接
種
も
始

ま
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
対
し
て

の
助
成
を
次
の
と
お
り
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
助
成
対
象

•
町
内
に
住
所
が
あ
る
満
六
十

五
歳
以
上
の
方

•
町
内
に
住
所
が
あ
る
満
六
十

歳
以
上
の
方
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
の
機
能

に
障
害
が
あ
る
方

▼
助
成
金
額

二
千
円

（
接
種
金
額
四
千
円
の
半
額

を
助
成
し
ま
す
。）

※
前
記
対
象
者
で
生
活
保
護
受

給
者
は
接
種
金
額
が
無
料

▼
持
参
す
る
も
の

•
健
康
保
険
証

•
健
康
手
帳

　
（
接
種
し
た
記
録
を
し
ま
す
。）

▼
助
成
期
間

　

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

　

接
種
期
間
は
、
各
医
療
機
関

で
異
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い

て
も
助
成
を
行
う
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
保
護
者

に
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
他
に
も
、
外
出

時
の
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
や

う
が
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン

ス
良
い
栄
養
摂
取
を
し
て
感
染

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
・
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
の
疑
問
や
不
明

な
点
は
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
医
療
係
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新型インフルエンザの
ワクチン接種の優先順位と接種回数

優先順位 対　　象　　者 接種回数
1 医療従事者 １回接種
2 基礎疾患を有する方 ２回接種が前提
3 妊婦の方 ２回接種が前提
4 １歳から６歳までの児童 ２回接種
5 小学校１年から３年まで ２回接種
6 １歳未満の小児の保護者 ２回接種が前提
7 小学校４年から６年まで ２回接種
8 中学生及び高校生 ２回接種が前提
9 ６５歳以上の方 ２回接種が前提

季節性インフルエンザと
新型インフルエンザの相違点

季 節 性
イ ン フ ル エ ン ザ

今 回 の
新型インフルエンザ

周 期 毎冬 １０～４０年に１回

ウイルス型 Ａ型（Ｈ１・Ｈ３）
Ｂ型、Ｃ型 Ａ型（Ｈ１Ｎ１）

症 状
突然の３８℃以上の発熱、咳、くしゃみ等
の呼吸器症状、頭痛、関節痛、全身倦怠感
等

遺 伝 子
検 査

症状のみでは季節性、新型インフルエンザ
の区別はつかず、遺伝子検査で確定

治 療 薬 抗インフルエンザウィルス薬

ワクチン
毎年製造される季節
性インフルエンザに
対するワクチン接種
により重症化を防止

新型インフルエンザ
に対するワクチン接
種により重症化を防
止

1621.11.10　広報かねやま



６
人
で
掴
ん
だ
栄
冠

川
高
ボ
ー
ト
部
女
子
東
北
制
覇

十
月
十
八
日
に
岩
手
県
花
巻
市
田
瀬
湖
ボ
ー
ト
場
で
開
か

れ
た
東
北
高
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
の
女
子
舵
付
き
四
人
ス

カ
ル
で
見
事
優
勝
し
た
川
口
高
校
ク
ル
ー
が
来
庁
し
優
勝

報
告
を
し
ま
し
た
。

自
信
を
胸
に
全
国
へ
挑
む

　

優
勝
報
告
で
は
、
賞
状
と
優

勝
カ
ッ
プ
を
披
露
し
、
主
将
の

本
名
さ
ん
が
、「
今
ま
で
は
東

北
大
会
で
上
位
に
入
る
こ
と
が

で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
優
勝
す
る
こ

と
で
き
、
こ
の
ク
ル
ー
は
速
い

と
い
う
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
長
谷
川
町
長

は
「
町
民
み
ん
な
が
拍
手
を
し

て
い
ま
し
た
」
と
部
員
の
活
躍

を
讃
え
ま
し
た
。

　

報
告
の
最
後
に
は
、
来
年
三

月
に
静
岡
県
で
開
か
れ
る
全
国

大
会
に
向
け
て
「
東
北
の
代
表

と
し
て
全
国
大
会
で
も
上
位
に

入
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
漕
い

で
き
ま
す
」
と
力
強
く
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

奥
が
深
い
ボ
ー
ト
競
技

　

ボ
ー
ト
競
技
は
あ
る
一
定
の

距
離
を
オ
ー
ル
を
漕
い
で
順
位

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー

ル
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
自
然
条
件
や
天
候

に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
奥
が
深

い
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ボ
ー
ト
競
技
は
、
大
き
い

オ
ー
ル
を
一
人
一
本
持
っ
て
漕

ぐ
ス
ウ
ィ
ー
プ
と
小
さ
い
オ
ー

ル
を
二
本
持
っ
て
漕
ぐ
ス
カ
ル

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の

他
に
漕
ぎ
手
の
人
数
や
舵
の
有

無
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。

ク
ル
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

　

ボ
ー
ト
競
技
の
ク
ル
ー
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
呼
び
名
と
果
た
す

べ
き
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ロ
ー
ク

　

船
尾
に
最
も
近
い
漕
ぎ
手
。

漕
ぎ
手
全
員
が
ス
ト
ロ
ー
ク
や

ス
ト
ロ
ー
ク
の
オ
ー
ル
の
動
き

を
見
ら
れ
る
の
で
ス
ト
ロ
ー
ク

に
合
わ
せ
て
漕
ぎ
ま
す
。

ミ
ド
ル
ク
ル
ー（
２
番
・
３
番
）

　

ス
ト
ロ
ー
ク
と
バ
ウ
に
挟
ま

れ
た
漕
ぎ
手
。
ク
ル
ー
の
エ
ン

ジ
ン
と
も
呼
ば
れ
、
体
力
の
あ

る
選
手
が
置
か
れ
ま
す
。

バ
ウ

　

船
首
に
最
も
近
い
漕
ぎ
手
。

漕
ぎ
手
全
員
の
方
を
向
い
て
い

る
の
で
、
声
を
か
け
て
盛
り
上

げ
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
し

ま
す
。

コ
ッ
ク
ス

　

舵
を
取
る
選
手
。
ピ
ッ
チ
や

タ
イ
ム
を
計
測
し
た
り
、
ク
ル

ー
全
体
を
引
き
締
め
て
盛
り
上

げ
ま
す
。

川口高校クルー

部員全員での優勝報告

高橋由里愛さん
（ 2年）
ストローク

加藤恵里香さん
（ 2年）
コックス

本名　美咲さん
（ 2年）

ミドルクルー　3番

目黒　夏海さん
（ 1年）

スーパーサブ

星　　和香さん
（ 1年）
バウ

横山ありささん
（ 1年）

ミドルクルー　2番
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生涯学習の
マスコット
マナビィくん

おじゃまします

　

十
月
二
十
日
の
こ
ま
ど
り
学

級
は
、「
か
ね
や
ま
の
食
材
を

使
っ
た
お
料
理
教
室
」
と
題
し

て
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の
米
や

旬
の
き
の
こ
や
菊
、
話
題
の
赤

か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
料
理
で
秋

の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。
レ

ー
ズ
ン
と
ハ
ム
と
サ
イ
コ
ロ
状

の
赤
か
ぼ
ち
ゃ
を
混
ぜ
込
ん
だ

赤
か
ぼ
ち
ゃ
蒸
し
パ
ン
は
、
赤

か
ぼ
ち
ゃ
の
甘
味
が
感
じ
ら
れ

る
ヘ
ル
シ
ー
な
仕
上
が
り
で
、

新
し
い
食
べ
方
を
発
見
し
た
よ

う
で
し
た
。

　

今
後
の
予
定
は
、
県
立
宮
下

病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え

て
「
認
知
症
予
防
の
食
事
や
運

動
生
活
」
や
「
息
切
れ
し
な
い

コ
ツ
」
に
つ
い
て
学
習
し
、
十

二
月
に
閉
講
式
と
な
り
ま
す
。

こ
ま
ど
り
学
級
は
女
性
を
対
象

と
し
た
教
室
で
、
登
録
制
で
す
。

毎
年
四
月
に
開
講
し
、
十
二
月

ま
で
毎
月
一
回
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
講
演
会

こ
ま
ど
り
学
級

地
元
食
材
で
料
理
教
室

町特産の赤カボチャを使っての料理

や
視
察
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
料
理
教
室
、
趣
味
の
講
座
等

幅
広
く
楽
し
め
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
金
山
町
で
は
八

名
の
方
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
月
は
、
長
寿
の
町
か
ね
や

ま
の
高
齢
福
祉
の
最
前
線
で
働

く
同
級
生
二
人
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

介
護
の
道
へ
進
む
き
っ
か
け

　
「
祖
母
が
亡
く
な
っ
た
と
き

何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
悔
し
か
っ
た
で
す
。
祖
母

に
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
た
こ
と

を
地
域
の
人
た
ち
の
た
め
に
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
接

す
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
中

学
生
の
時
に
介
護
の
道
に
進
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
中
丸
さ
ん
は
介
護
の
道

を
志
し
た
き
っ
か
け
を
話
し
ま

す
。

利
用
者
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ

　
「
確
か
に
夜
勤
の
時
な
ど
は

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
さ
ん

と
ふ
れ
あ
う
な
か
で
『
あ
り
が

と
う
』と
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る

と
、
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
き
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

い
う
元
気
が
湧
い
て
き
ま
す
」

と
小
林
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

お
互
い
に
高
め
合
っ
て

　
「
同
級
生
な
の
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
気
軽
に
聞
け
る
の
で

仕
事
す
る
上
で
と
て
も
や
り
や

す
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
資
格

を
取
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
か
ね
や
ま
ホ
ー
ム
を
も
っ

と
良
く
し
て
い
き
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
合
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
け

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

す
小
林
さ
ん
の
向
上
心
が
伺
え

ま
す
。

若
さ
一
番
で

　
「
二
人
で
話
を
し
て
い
る
と

利
用
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
が
加

わ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
話
に
花
が

咲
き
ま
す
。
そ
ん
な
た
わ
い
の

な
い
こ
と
で
も
ホ
ー
ム
の
雰
囲

気
が
明
る
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
し

て
若
さ
一
番
で
頑
張
り
、
ホ
ー

ム
を
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
で
す
」
と
中
丸
さ
ん
の
も
ち

前
の
元
気
の
良
さ
が
垣
間
見
え

ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
福
祉
に
か
か
る

負
担
は
増
し
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
二

人
で
か
ね
や
ま
ホ
ー
ム
の
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
、
そ
し
て
無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

シルバーユートピアを支える若き二人
中丸 チエ さん（大志）
小林　 愛 さん（西部）

親
子
ふ
れ
あ
い

ク
ッ
キ
ン
グ
の
ご
案
内

　

十
二
月
六
日（
日
）に
小
学

生
の
親
子
を
対
象
に
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
教
室
を
行

い
ま
す
。
今
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
は
家
族
で
手
作
り
ケ
ー
キ

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

中
央
公
民
館
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町の高齢福祉を支える
中丸さん（左）と小林さん（右）
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